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はじめに1
　当別町は、札幌市の北に位置する人口約１５，０００人の
町です。令和７年４月現在、児童生徒数は約７６０名で、
小学校１校、中学校１校、義務教育学校１校を設置して
います。
　本町の歴史は１８７１（明治４）年、仙台藩一門岩出山（現：
宮城県大崎市）の領主・伊

だ

達
て

邦
くに

直
なお

公が当地に移住したこ
とに始まります。以後、北海道の厳しい自然環境と闘い
ながら開拓が進められ、約１５０年を経た現在では、農業
を基幹とする稔り豊かな町へと発展しました。
　札幌市中心部から約４０分、新千歳空港から約７０分と
いう都市圏へのアクセス良好な立地でありながら、町域
の大部分が森林と田園地帯で、東京ドーム約１４０個分
の面積の当別ダムが所在するなど、北海道らしい大自
然が広がっています。そうした恵まれた立地を活かして、
子育て世帯の移住促進につなげるべく、町では「チャイ
ルド・ファースト」を掲げ、教育環境と子育て支援の充
実にも取り組んでいます。

小中一貫教育導入の背景・経過2

（1）導入の背景
　小中一貫教育導入の背景には、児童生徒の学力向上、
町の魅力向上という、町が抱えていた課題がありました。
児童生徒間の学力の差が大きいという状況であり、また、
町に人を呼び込む施策の展開も喫緊の課題でした。
　こうした状況を踏まえ、社会でも通用する確かな学力
を身に着けさせることは、義務教育の責務であるとして、

学力向上のためのツールとして、全国各地で成果をあげ
ていた小中一貫教育に着目し、義務教育９年間の系統的
な学びを通じて学力の向上を目指すべく、導入に向けた
研究を開始しました。
　また、近隣の自治体に比べ、圧倒的な差別化を体験
できる教育環境を整備することで、町の魅力化を図り、
子育て世帯の移住促進につなげようとしました。

(2) 導入の経過
　本町では、平成２６年度より小中一貫教育導入に向け
た研究を開始し、平成２９年度に、町内の２中学校区で
小中一貫教育を導入しました。
　小中一貫教育の研究を開始するにあたっては、教育
課程研究を主務とする部署として、教育委員会事務局に

「一貫教育推進係」を設置し、北海道庁から職員の派
遣を受け、専任職員２名体制で、小中一貫教育の研究
に取り組みました。
　また、北海道教育委員会が実施する研究事業「小中
連携、一貫教育実践事業」（平成２６～２８年度）、文部科
学省が実施する研究事業「小中一貫教育推進事業」（平
成２７～２９年度）の指定を受け、全国各地の小中一貫教
育実施校の視察、小中一貫教育に関する研究フォーラ
ムへの参加等により、小中一貫教育の先進事例につい
て研究を重ね、取組推進に活用しました。

小中一貫教育の取組事例2

（1）教育委員会の取組
①基本方針の策定
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未来を拓く９年間未来を拓く９年間
～当別町小中一貫教育～～当別町小中一貫教育～
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　小中一貫教育導入に向けた検討を進めるにあたり、本
町で進める施策の基本となる考え方として、「当別町小
中一貫教育に関する取組基本方針」を平成２７年３月に
策定しました。この方針では、一貫教育で目指す人間像、
児童生徒像、学校像、地域像を定め、町内全校での小
中一貫教育の実施、地域の特色を活かした教科の導入、
施設の改善等による良好な教育環境の確保といった、今
後の施策の方向性を掲げました。

【当別町小中一貫教育に関する取組基本方針】

②検討組織の設置
　小中一貫教育の研究を進めるため、平成２８年度に、
町立学校長、外部有識者、保護者、公募委員からなる「当
別町小中一貫教育懇談会」を設置し、小中一貫教育実
施に向けた方策について検討を行いました。
　また、令和３年度には町立学校教員からなる「一貫教
育推進委員会」を設置し、町で実施する小中一貫教育
について、学校間での共有を図りました。
③町民への周知
　小中一貫教育導入について、町民の理解促進を図る
ため、「とうべつ一貫教育かわら版」を発行し、ホームペー
ジ上に掲載した他、町民向けに「小中一貫教育講演会」

を開催し、有識者から小中一貫教育のメリット等につい
て講演をいただきました。

（2）学校の取組
①学習規律の統一
　小中一貫教育導入に向け、小・中学校間で学習規律
を統一することから始めました。義務教育９年間を見通
した指導の在り方についての実践研究事業「ドリカムプ
ロジェクト」を実施し、９年間の系統性を明らかにした年
間指導計画の作成や、板書の方法等、統一性のある学
習規律の共有、発達段階に応じた家庭学習の進め方に
ついてまとめた保護者向け手引きの作成等に取り組みま
した。
②中１ギャップ解消の取組
　中１ギャップ解消のため、小・中学校間での交流事業
にも取り組んでいます。
　中学校生活への不安解消・中学校教員による専門的
な指導に触れることを目的として、小学校６年生の中学
校への登校を定期的に実施しています。１日を中学校で
過ごし、中学校の教員による授業、中学生と一緒に学校
行事に参加、部活動への体験参加などを実施しています。
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【ドリカムプロジェクト】
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　また、中学校から小学校にも、教員が出向く形での
出前授業や、校長が出向いて中学校生活について説明
するなどの取組を行っています。

【中学校教員による授業】 【部活動体験】

③小中一貫教育を支える人材
　小中一貫教育を進めるための人材として、平成２８年
度から、町費で「小中一貫教育推進講師」（現在は「学
力向上推進講師」に名称変更）を各学校２名配置し、算
数（数学）・外国語の指導等に当たっています。この講
師は、曜日ごとに小・中学校を行き来し、中学校とのつ
ながりを意識しながら、専門的な指導を行うとともに、
一方の学校の取組内容をもう一方の学校に還流するなど
して、小・中学校をつなぐ役割を果たしています。
④コミュニティ・スクール
　町では、平成２９年度に、コミュニティ・スクールを町
内全校に設置しました。設置に当たっては、中学校区単
位で小・中学校合同での
設置とし、学校・地域が
抱える課題の解決に向け
た熟議を通じて、小中連
携して地域ぐるみで子ど
もたちを支える取組を進
めています。
⑤独自教科「とうべつ未来学」
　ふるさと当別を知り、未来を考え、発信する力を育む
教科横断的な学習として、「とうべつ未来学」を令和３年
度より実施しています。
　「とうべつ未来学」では、「ふるさと教育」「国際理解
教育」「キャリア教育」を柱として、義務教育９年間を通
じた学習を展開しています。

　主な取組として、基幹産業を知るための稲作・大豆栽
培体験授業、町にゆかりのある著名人によるキャリア教
育授業「とうべつ未来学講座」、姉妹都市のレクサンド
市が所在するスウェーデン王国について学習する授業な
どを実施しています。

【とうべつ未来学　概要】

【稲作体験】 【とうべつ未来学講座】

義務教育学校「とうべつ学園」3

（1）概要
　令和４年４月に、当別小学校・当別中学校を統合し、
施設一体型の義務教育学校「とうべつ学園」を開校しま
した。全校児童生徒約４２０名、教員約７０名の規模で、
北海道内有数規模の義務教育学校です。
校舎は、建物中央部に吹き抜けを配置した開放感ある
空間に、広い廊下やオープンスペースが配置されており、
グループ学習など多様な学びのスタイルに対応できる
設計となっています。

（2）教育課程
　とうべつ学園の教育課程は、１～４年を「基礎期」、５
～７年生を「充実期」、８～９年生を「発展期」として、

北海道石狩郡当別町教育委員会北海道石狩郡当別町教育委員会

【講師による授業】
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発達段階に応じた教育活動を展開しています。
　なお、実践を重ねる中では、旧来の６－３制の区切り
も意識して、柔軟に教育課程を運用しています。

【とうべつ学園の教育】

（3）特色ある教育活動
　とうべつ学園では、施設一体型義務教育学校の特色
を活かした教育活動を実施しています。
①前期課程での一部教科担任制
　後期課程の教員・加配教員・町費任用教員により実施
しています。（実施教科：理科・英語・音楽・図工・体育・
家庭科　など）
②スポーツフェスティバル
　運動会と体育祭の合同行事として、全学年が同一日
程で参加しています（１～４年生は午前のみ参加）。児童
生徒会が考えた競技による全校競技や、後期課程の生
徒が低学年の児童のお世話をするなど、異学年交流を
意識した内容となっています。
③学習発表会・学園祭
　学習発表会には１～６年生、学園祭には５～９年生が参
加しています。５～６年生は学園祭に参加して、上級生
の発表に触れた経験を持ち帰り、学習発表会で基礎期
の児童の手本となる発表を披露しています。
④部活動
　５年生から参加できます。なお、５～６年生の参加に
ついては、下記の点が７～９年生と異なっています。

• 中体連等の大会には参加できません。
• 活動時間が短くなっています。
• 使用する道具や練習内容は、学年に合ったものとして

います。
• 自身に合った部活動を見つけるため、１年ごとに継続

の意思を確認することとしています。

　

【スポーツフェスティバル】 【学園祭】

小中一貫教育の成果4
　小中一貫教育を導入した成果として、学力の向上が
徐々に見られるようになりました。
 　「全国学力・学習状況調査」の結果では、年度を経
るにつれて全国平均との差が小さくなり、令和元年度に
は全ての教科で全国平均を上回る結果となりました。以
降においても、全国平均を上回る年度が見られ、学力
の定着が見られています。また、令和６年度の調査結果
では、正答率が低い児童生徒の割合が全国平均を下回
るなど、学力の底上げも進んでいます。

【平成２６年度以降の「全国学力・学習状況調査」結果】
上：小学校調査　下：中学校調査　数値は全国平均との差

北海道石狩郡当別町教育委員会北海道石狩郡当別町教育委員会



教育委員会月報　2025年7月号 地方発！我が教育委員会の取組16

【正答率が30％以下の児童生徒の割合（令和6年度「全国学力・学
習状況調査」結果）】（左：小学校調査　右：中学校調査）

　また、小中一貫教育を支える人材を活用し、学級の
状況に応じて複数配置する「当別型複数指導体制」が
定着し、教員の負担軽減や多様な子どもたちに寄り添っ
た指導や支援を実現しています。
　教育環境の整備を進めたことにより、教育以外の分野
での移住促進施策の成果も相まって、子育て世帯の移
住が増加し、令和３年度以降は社会増となる年度が続く
など、町の魅力向上についても、一定の成果が表れて
きています。

おわりに5
　本町の教育の歴史は、１８７１（明治４）年、伊達邦直
公が本町の開拓に取り組んで間もなく、家臣の鮎

あゆ

田
た

如
じょ

牛
ぎゅう

が私塾「鮎田塾」を開き、移住者子弟の教育を担っ
たことに始まります。
　如牛は、自宅の傍らに草小屋を建てて学舎とし、子弟
数十名に読書、習字、数学などを教えていたと伝わりま
す。これは、１８７２（明治５）年の学制頒布に先立つ画
期的な出来事でした。
　また、開拓当初に考案されたと伝えられる村の決まり

「当別村邑則」でも、「五歳になった子どもは男女とも
に学校に入れること。もし学校に入れようとしない父母
がいた場合は厳重注意すること」「十五・六歳になった
子どもは修める学問を選び、大学に入れて最新の学術
を学ばせること」などの記述があります。
　これらは開拓当初の困難な状況にあっても、教育のこ
とは１日もゆるがせにできないとして教育を重んじた強
い意志の表れと言えます。

　今年度改訂した本町の教育大綱においても、町の未
来を託す子どもたちの教育を何よりも重んじてきた開拓
以来の精神を礎としています。
　開拓以来１５０余年、教育に重きを置いてきた伝統を
次世代に引き継ぐべく、本町、そして社会の未来を担う
子どもたちの育成に、今後とも注力してまいります。 
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